
～
挑
戦
～

　　　　　　
光
る
汗
、鍛
練
の
汗

竜
北
中
学
校

　

6
月
に
「
八
代
中
体
連
総
体
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
氷
川
中
と
の
合

同
チ
ー
ム
）
が
激
闘
の
末
に
準
優

勝
で
し
た
。
全
て
の
チ
ー
ム
が

『
竜
中
魂
』
を
魅
せ
、
最
後
ま
で

諦
め
ず
に
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

　

個
人
で
は
、
女
子
剣
道
で
3
位

に
な
っ
た
森
山
さ
ん
が
7
月
の
県

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
直
接
県
大
会
に
出
場
す

る
柔
道
の
各
選
手
の
活
躍
も
楽
し

み
で
す
。

氷
川
中
学
校

　

八
代
中
体
連
大
会
で
は
、
卓
球

女
子
団
体
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
（
竜
北
中
と
合
同
）
が
準
優

勝
で
し
た
。
試
合
で
は
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
最
後
ま
で

集
中
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

他
の
種
目
の
団
体
や
個
人
も
全
力

で
試
合
に
臨
む
様
子
が
あ
り
ま
し

た
。
水
泳
と
柔
道
は
県
大
会
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
先
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
野
球
部
「
全
日
本
少
年
軟

式
野
球
大
会
九
州
地
区
大
会
」
は
、

九
州
ベ
ス
ト
4
と
い
う
素
晴
ら
し

い
結
果
で
し
た
。
保
護
者
や
地
域

の
皆
様
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
も
花
い
っ
ぱ
い
の

　　　　　　　　　
学
校
に
し
ま
す
！

竜
北
西
部
小
学
校

　

今
年
度
も
竜
北
西
部
小
学
校
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
さ
っ
そ
く
地
域
の
皆
さ

ん
や
C
S
委
員
さ
ん
た
ち
と
花
の

苗
を
ポ
ッ
ト
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
移

し
替
え
、
正
門
前
な
ど
に
置
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
日
の
水
や
り

を
行
い
、
学
校
が
き
れ
い
な
花
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
役
場
や
郵
便
局
に
も
花
の

苗
を
子
ど
も
た
ち
が
届
け
ま
し
た
。

と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

田
植
え
を
体
験
し
よ
う

竜
北
東
小
学
校

　

7
月
3
日
午
前
中
に
5
年
生
が

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
田
植
え

を
す
る
に
あ
た
り
、
前
日
に
代
搔

き
を
見
学
し
、
当
日
に
臨
み
ま
し

た
。
田
植
え
の
お
世
話
と
指
導
を

「
ひ
か
わ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
陳
野

さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
地
域
学
校
協

働
活
動
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
植
え
は
竜

北
東
小
学
校
の
5
年
生
と
町
内
3

校
の
児
童
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
体
験
活
動
は
大
変
有
意
義

な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
い
つ
も
以
上
に
張

り
切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

豊
か
な
心
・

　　　　
世
界
広
が
る
読
み
聞
か
せ

宮
原
小
学
校

　

毎
週
木
曜
日
の
朝
は
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し

さ
く
ら
ん
ぼ
」
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
「
今
日
の
お
話
は
、
何
だ
ろ

う
。
」
「
今
日
は
、
ど
な
た
が
来

て
く
だ
さ
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と

木
曜
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
本
の
良
さ
を
伝

え
、
視
野
を
広
げ
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
、
子
ど
も

も
、
教
職
員
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

氷川っ子スクールニュース

八
代
中
体
連
大
会
等　

　　　　　　
全
力
で
挑
む
氷
川
中
生

コミュニティ・スクールだより

地域学校協働本部だより  問　氷川町地域学校協働本部（生涯学習課内）☎0965-52-5860

問　氷川町小中学校コミュニティ・スクール連携協議会事務局（学校教育課内）☎0965-52-5859

町ホームページにもコミュニティ・スクール活動を紹介しています。

ぜひご覧ください。

竜北中・氷川中の職業体験学習において町内の施設や事業所への受け入れ先確保や職業について学びを深めるための

講話など、学校の教育活動へ地域の方をつなげるコーディネートを行いました。

職業講話では、農家の方や建築士の方、役場の方にも来ていただき、仕事への思いなどを話していただきました。また、

事前学習では「くまもと親の学び次世代編」を活用した講座を生徒の皆さんに実施しました。班で生徒自ら気を付けること

などを確認し合い職業体験へ意欲を高めていました。

職業体験事前学習で学びを深める！

給食試食会と1年生の保護者交流会

6月27日に竜北東小学校の1年生の保護者の皆さんが、子どもたちと一緒に

おいしい給食を楽しみました。その後、保護者の皆さん、CS委員さんを

交えて、初めての夏休みの生活の中で起こりそうな話題を元に「こんな

時は、どうしますか？」というテーマで意見交換をしました。子どもたち

の健やかな成長を願うのは、保護者の皆さん、学校の先生たち、地域の

方 、々みんな同じです。協力しながら氷川っ子を育てていきましょう。

氷川っ子を地域みんなで見守りましょう！

それぞれの学校では、子どもたちの緊急避難所として「こども１１０番の家」

を地域の方にお願いし、目印となる黄色の旗を設置しています。急な天候の

変化などがあった時に立ち寄るなど、子どもたちが安心できる場所となって

います。時には「下校中に『水筒の水がなくなったので少しお水をください』、

『トイレを貸してください』と言ってくる子どもたちもいるけど、ちゃんと挨拶

できるし、かわいかよ。おしゃべりして楽しか。」と温かく迎えていただいて

いる様子で、「地域の居場所」としても大きな役目を担っていただいていま

す。朝から登校をしぶっている子も見守りの方 と々一緒に歩いていくうちに

元気に登校していく姿も見られています。

地域のたくさんの方々 の見守りで子どもたちが、毎日心も体も元気に過ごせて

いることに改めて感謝しています。

長い夏休み、子どもたちがより多くの地域の方とふれあい、笑顔で過ごせる

ことを願っています。

▲子どもたちの登校を見守られている地域の方々

▲小・中学生も大人も一緒にラジオ体操で元気に！
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